学生の協働意識を引きだす学習者主体のルーブリック作成と自己評価の試み by 碇山 恵子 & 木村 尚仁
北海道科学大学研究紀要                                    Bulletin of Hokkaido University 
第43号（平成29年）                                         of Science, No.43(2017) 




- 1 - 
 
  学生の協働意識を引きだす学習者主体のルーブリック作成と自己評価の試み 
 
 
Trial of Rubrics Created by Learners and Self Evaluation 




碇山恵子＊，＊＊  木村尚仁＊，＊＊＊ 
 





















































































































3. 学生の PBL 型授業の評価分析結果 
3.1 学生質問紙調査の概要 




















調査対象者：A学科 2年生 68 名  
調査実施日：2015 年 4 月 13 日（初回授業時間内） 
回収総数：65 名 （回収率約 95.6％） 
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図 2 PBL で困ったことや疑問点， 
改善してほしいこと(単位：人) 
 








































































































































て合計点を出し，合計点 28 点以上を S，24 点以上
を A，18 点以上を B，12 点以上を C，11 点以下を D
に割り当てたものが図 3と図 4である． 
1 回目は，概ね主体性と責任感をもって取り組ん
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図 3 ルーブリックによる自己評価 1回目（n=67） 
 
図 4 ルーブリックによる自己評価 2回目(n=67) 
表 1 学生が作成したコラボレーション・ルーブリック 
 

























































































































































































































 しかしながら，今回の試みは PBL 型授業のベー
スとなる「協働への意識付け」にアプローチしたに
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(6) ベネッセ：第 2 回 大学生の学習・生活実態調
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